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一
．
は
じ
め
に

　

玉
川
大
学
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
は
、
平
成
一
九
年
の
開
設
以
降
国
語
教
職
課
程
を
設

置
し
て
き
た
。
そ
の
前
身
で
あ
る
文
学
部
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
科
（
平
成
一
五
年
四
月
か

ら
平
成
一
九
年
三
月
）
の
時
期
を
含
め
る
と
既
に
一
〇
〇
名
近
く
の
国
語
科
教
員
を
輩
出

し
た
こ
と
に
な
る
。

　

本
稿
で
は
、
教
員
養
成
系
学
部
、
日
本
語
日
本
文
学
系
学
部
な
ど
の
専
門
学
部
と
は
異

な
る
環
境
下
で
行
っ
て
き
た
本
学
部
に
お
け
る
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
検
討
と
新
規

授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発（
１
）を
進
め
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
実
施
し
た
本
学
部
国
語
教
職
受
講
生

へ
の
意
識
調
査
の
結
果
報
告
を
中
心
に
、
現
在
の
本
学
部
国
語
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

振
り
返
る
こ
と
で
今
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
編
へ
の
課
題
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
．
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
に
お
け
る
国
語
教
職
課
程
の
現
状

二
―

一　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
教
職
課
程
編
成
に
お
け
る
基
本
方
針
と
教
職
課
程

　

ま
ず
、
本
学
部
の
人
材
養
成
目
標
お
よ
び
国
語
教
職
課
程
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
教
職
課

程
受
講
生
の
進
路
等
に
つ
い
て
現
状
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

本
学
部
の
人
材
養
成
に
係
る
基
本
方
針
は
、「
幅
広
く
深
い
教
養
お
よ
び
総
合
的
な
判

断
力
を
養
い
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
」
た
め
の
教
育
を
推
進
し
、
将
来
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
を
意
識
し
な
が
ら
、「
学
際
的
教
養
教
育
」
か
つ
「
知
の
基
盤
」
の
充
実
を
図
る

こ
と
に
主
軸
が
お
か
れ
、
将
来
自
身
の
蓄
え
た
経
験
と
知
識
を
社
会
に
還
元
で
き
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
知
的
リ
ー
ダ
ー
」
と
な
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
材
育
成
の
た
め
に
、
四
年
間
を
導
入
期
（
一
年
次
）、
発
展
期
（
二
年
次
）、

専
攻
期
（
三
年
以
上
）
と
位
置
づ
け
、
導
入
期
に
日
本
語
、
英
語
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
と

い
っ
た
基
礎
力
の
修
得
、
導
入
期
か
ら
発
展
期
に
か
け
て
種
々
の
分
野
の
学
問
の
基
礎
、

お
よ
び
そ
れ
ら
を
学
際
的
に
学
ぶ
視
点
の
獲
得
、
専
攻
期
に
各
自
の
定
め
た
専
門
分
野
の

研
究
深
化
が
行
え
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
四
年
間
を
通
し
多
角
的
な
視
野
と

実
践
的
な
経
験
を
以
て
問
題
解
決
を
図
る
力
の
育
成
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
二
七
年
度
現
在
、
学
部
に
設
置
さ
れ
る
メ
ジ
ャ
ー
（
専
攻
）
は
、「
日
本
語
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」、「
日
本
学
」、「
芸
術
表
現
」、「
社
会

学
」、「
心
理
行
動
科
学
」、「
科
学
技
術
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
七
分
野
で
あ
り
、
発

展
期
の
最
終
段
階
で
学
生
各
自
が
一
つ
、
も
し
く
は
二
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
を
選
択
す
る
。
国

語
教
職
課
程
を
受
講
す
る
学
生
は
、
そ
の
興
味
か
ら
「
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

や
「
日
本
学
」
メ
ジ
ャ
ー
を
専
攻
す
る
場
合
が
多
い
が
、
特
段
履
修
上
の
制
限
は
設
け
て

お
ら
ず
、「
心
理
行
動
科
学
」
や
「
芸
術
表
現
」
と
い
っ
た
メ
ジ
ャ
ー
を
専
攻
し
な
が
ら

教
職
課
程
を
履
修
す
る
学
生
も
存
在
す
る
。

　

ま
た
、
本
学
部
の
人
材
養
成
目
標
達
成
の
た
め
の
教
育
活
動
の
特
色
と
し
て
、
実
験
・

実
習
・
調
査
・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
の
体
験
型
学
習
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
る

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
七
つ
の
メ
ジ
ャ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
体
験
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
し
て
い

る
が
、
特
に
教
育
に
関
す
る
体
験
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
は
、
夏
期
休
暇
期
間
中
に
北

海
道
内
の
小
学
校
に
お
い
て
教
育
体
験
を
行
う
「
北
海
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
こ
れ
ま
で

八
年
連
続
し
て
実
施
し
て
き
た
。
ま
た
、
玉
川
学
園
（
中
等
部
・
高
等
部
）
を
は
じ
め
地

域
の
小
・
中
学
校
で
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
の
日
本
語
学
習
支
援
教
室
等
で

日
本
語
の
補
助
が
必
要
な
児
童
生
徒
へ
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
へ
の
参
加
を
推
進

し
て
き
た
。
特
に
希
望
す
る
者
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
施
機
関
責
任
者
の
監
督
の
も

と
、
所
定
の
時
間
数
の
現
場
実
習
を
行
い
報
告
書
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施

を
行
っ
た
後
に
「
学
外
実
践
実
習
」
と
し
て
単
位
（
二
〜
三
単
位
）
を
認
め
て
い
る
。

二
―

二　

国
語
教
職
課
程
受
講
生
の
履
修
に
関
し
て

　

本
学
部
で
は
現
在
、
中
学
校
教
諭
一
種
免
許
状
（
国
語
）、
高
等
学
校
教
諭
一
種
免
許

所
属
：
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
科
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状
（
国
語
）（
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
中
学
国
語
・
高
校
国
語
と
す
る
）
と
小
学
校
教
諭
二
種

免
許
状
（
以
下
、
小
二
免
と
す
る
）
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
一
年
次
に

担
任
教
員
、
教
職
担
当
教
員
の
許
可
を
得
た
上
で
教
職
課
程
受
講
希
望
の
申
請
を
行
い
、

一
年
次
、
二
年
次
終
了
時
に
累
積
Ｇ
Ｐ
Ａ
が
二
・
四
を
上
回
る
こ
と
、
三
年
終
了
時
に
所
定

の
科
目
履
修
を
修
了
し
て
い
る
こ
と
と
い
っ
た
受
講
条
件
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
小
二
免
は
通
学
課
程
で
の
学
修
と
並
行
し
本
学
通
信
教
育
部
で
必
要
な
科
目
を
履

修
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
中
学
国
語
・
高
校
国
語
の
教
職
課
程
の
受
講
生
で
あ
る
こ
と
に

加
え
二
年
終
了
時
に
Ｇ
Ｐ
Ａ
二
・
八
を
上
回
る
者
で
な
け
れ
ば
受
講
が
認
め
ら
れ
な
い
。

　

例
年
、
一
年
次
終
了
時
に
は
五
〇
名
を
超
え
る
国
語
教
職
課
程
希
望
者
が
あ
る
が
、
以

下
の
【
表
1
】
に
示
し
た
通
り
、
毎
年
増
減
は
あ
る
も
の
の
最
終
的
に
は
、
二
〇
〜
三
〇

名
程
度
の
学
生
が
国
語
教
職
課
程
を
修
了
し
て
い
る
。

　

次
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
そ
の
履
修
に
関
し
て
ま
と
め
る
。
前
節
で
も
述
べ
た
通
り
、
リ

ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
開
設
時
以
降
、
教
職
課
程
受
講
生
と
そ
れ
以
外
の
学
生
と
の
間
に
卒

業
に
関
わ
る
単
位
配
分
に
違
い
を
設
け
る
こ
と
は
せ
ず
、
導
入
、
発
展
、
専
攻
そ
れ
ぞ
れ

の
時
期
に
幅
広
く
各
種
分
野
の
科
目
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
設
定
さ
れ

て
き
た
。
し
か
し
、
平
成
二
五
年
度
よ
り
教
職
課
程

受
講
生
の
単
位
配
分
が
一
部
変
更
さ
れ
、
一
般
教
養

科
目
や
専
攻
期
の
専
門
科
目
の
必
修
科
目
数
が
減
少

し
た
。
稿
末
の
【
資
料
1
】
が
平
成
二
四
年
度
入
学

生
、【
資
料
2
】
が
平
成
二
五
年
度
入
学
生
以
降
の

単
位
配
分
で
あ
る
。
た
だ
、
導
入
・
発
展
期
の
単
位

配
分
に
は
大
き
な
違
い
は
な
く
、
幅
広
い
教
養
を
身

に
つ
け
た
上
で
専
門
的
な
知
識
を
深
め
る
と
い
う
構

造
は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
必
修
科
目
数
は
減
少

し
て
い
る
が
、
教
職
課
程
受
講
上
、
専
門
科
目
群
履

修
は
不
可
欠
で
あ
り
、
実
質
的
に
変
更
前
と
大
き
く

異
な
る
こ
と
は
な
い
。
全
学
お
よ
び
本
学
部
で
設
置

す
る
教
科
、
教
職
科
目
は
【
資
料
3
】
の
通
り
で
あ

る
。

二
―

三　

過
去
三
年
間
の
採
用
状
況
に
関
し
て

　

本
学
教
職
課
程
修
了
者
の
進
路
に
つ
い
て
、
特
に

教
職
へ
進
ん
だ
者
の
数
を
【
表
1
】
に
ま
と
め
た
。

年
度
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
は
あ
る
も
の
の
、
受
講
生
の
約
半
数
は
公
立
・
私
立
学
校
へ
就

職
を
し
て
い
る
。
表
中
の
数
値
は
現
役
生
の
み
の
も
の
で
あ
る
が
、
大
学
院
進
学
や
公
立

学
校
教
員
選
考
の
名
簿
登
載
を
目
指
し
て
受
験
準
備
中
だ
っ
た
過
年
度
生
を
含
め
る
と
さ

ら
に
数
値
は
あ
が
り
、
教
育
実
習
を
経
て
も
な
お
教
職
へ
の
思
い
が
強
い
者
は
、
あ
ら
か

た
希
望
通
り
に
就
職
で
き
て
い
る
。
こ
れ
は
、
教
職
課
程
受
講
生
自
身
の
努
力
に
加
え
、

教
職
課
程
に
関
連
す
る
担
当
教
員
、
本
学
教
職
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
教
員
の
授
業
外
の
サ

ポ
ー
ト
体
制
が
強
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
背
景
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
い
え
る
。

三
．
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
国
語
科
教
職
課
程
受
講
生
の
傾
向
把
握

　

本
章
で
は
、
平
成
二
六
年
度
国
語
教
職
受
講
生
一
九
名
（
三
年
生
・
四
年
生
）
に
対
し

て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
主
に
、
教
職
へ
の

志
望
動
機
、
大
学
入
学
前
の
「
国
語
」
学
習
状
況
、
教
員
と
し
て
の
自
身
の
資
質
に
関
す

る
意
識
、
本
学
部
の
教
員
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
意
識
の
四
分
野
に
つ
い
て
質
問

を
八
項
目
設
定
し
た
。
調
査
期
間
は
、
平
成
二
七
年
二
月
五
日
〜
一
五
日
、【
資
料
4
】

と
し
て
稿
末
に
掲
げ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
シ
ー
ト
に
記
名
し
た
う
え
で
、
回
答
し
て
も
ら
っ

た
。（
回
収
後
、
回
答
の
理
由
等
に
つ
い
て
別
途
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ

た
項
目
も
あ
る
）

　

本
稿
で
は
、
紙
幅
の
関
係
上
、
教
職
課
程
受
講
志
望
の
動
機
に
関
わ
る
項
目
は
割
愛

し
、
教
職
課
程
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
関
わ
り
が
深
い
と
考
え
ら
れ
る
項
目
三
か
ら
八
ま
で
の
結

果
を
報
告
し
、
考
察
を
行
い
た
い
。

三
―

一　

項
目
三
、四
―
大
学
入
学
以
前
の
「
国
語
」
学
習
の
状
況
―

　

項
目
三
で
は
、
大
学
入
学
前
、
自
身
が
生
徒
で
あ
っ
た
時
に
ど
の
よ
う
な
「
国
語
」
の

学
習
活
動
が
好
き
（
嫌
い
）
だ
っ
た
か
、
項
目
四
で
は
ど
の
よ
う
な
学
習
経
験
が
あ
る
か

を
た
ず
ね
た
。（
い
ず
れ
も
複
数
回
答
可
と
し
た
）
回
答
数
は
そ
れ
ぞ
れ
【
表
2
】【
表

3
】
の
通
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
大
学
入
学
前
に
好
き
だ
っ
た
活
動
は
、「
物
語
・
詩
の
読
解
や
鑑
賞
」
が
最
も

多
く
「
漢
字
の
学
習
」、「
説
明
文
の
読
解
や
鑑
賞
」、「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
と
続
く
。
こ
れ
に

対
し
、
嫌
い
だ
っ
た
活
動
と
し
て
回
答
数
が
多
か
っ
た
の
は
「
文
法
の
学
習
」、「
漢
文
の

読
解
や
鑑
賞
」、「
物
語
や
詩
の
創
作
」「
説
明
的
文
章
の
読
解
や
鑑
賞
」
と
続
く
。
国
語

科
の
教
員
を
目
指
そ
う
と
す
る
者
が
物
語
や
詩
の
読
解
や
鑑
賞
を
好
む
と
い
う
結
果
は
、

容
易
に
予
想
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
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【表1】平成24―26年度教職課程受講者数・教員採用試験結果

公立学校 私立学校
国語教職課程
受講者数

名簿登載
臨時採用 私立学校

中高 小

平成26年度 4 1 1 2 24

平成25年度 1 2 3 4 19

平成24年度 4 2 6 4 33



リベラルアーツ学部における国語科教員養成カリキュラムに関する基盤研究

　

こ
れ
に
対
し
、「
嫌
い
」
と
感
じ
る
活
動
を
生
ん
だ
背
景
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
の
結
果
を
も
と
に
二
点
、
挙
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
一
つ
は
、
学
習

経
験
の
不
足
で
あ
る
。「
物
語
や
詩
の
読
解
や
鑑
賞
」
に
比
べ
そ
れ
を
自
分
で
「
創
作
」

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
好
ま
な
い
者
が
多
か
っ
た
。
こ
の
「
物
語
や
詩
の
創
作
」
や
「
漢

文
の
読
解
や
鑑
賞
」
は
、
項
目
四
【
表
3
】
み
る
と
、
い
ず
れ
も
自
身
が
生
徒
と
し
て
経

験
を
多
く
積
ん
で
い
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
他
「
ス
ピ
ー
チ
」、「
デ
ィ

ベ
ー
ト
」
な
ど
も
同
様
で
あ
り
、
学
習
経
験
が
乏
し
い
も
の
に
は
苦
手
意
識
を
抱
き
や
す

い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

さ
ら
に
も
う
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
方
法
の「
ま
ず
さ
」で
あ
る
。

嫌
い
な
項
目
で
回
答
の
多
か
っ
た
「
文
法
の
学
習
」
と
「
漢
文
の
読
解
や
鑑
賞
」
は
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
そ
の
理
由
を
た
ず
ね
る
と
、
ル
ー
ル
を
覚
え
る
こ
と
が
学

習
の
中
心
で
あ
り
、
学
習
活
動
が
単
調
で
退
屈
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
平
成
二
〇
年
に
改
訂
さ
れ
た
学
習
指
導
要
領
で
は
、
小
学
校
か
ら
高
等
学
校

ま
で
教
科
の
目
的
に「
伝
え
合
う
力
」、「
思
考
力
や
想
像
力
」、「
言
語
感
覚
」と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
並
び
、「
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
親
し
む
」
こ
と
に
も
重
き
が
置
か
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
教
職
課
程
の
学
生
が
教
職
に
就
い
た
際
に
は
、
自
身
が
児
童
・
生
徒
と

し
て
学
習
経
験
を
積
ん
で
い
な
い
、
も
し
く
は
好
ま
な
い
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
ス
ピ
ー
チ
、
創

作
活
動
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。ま
た
、「
言

語
感
覚
」
を
磨
く
た
め
に
は
種
々
の
言
語
活
動
を
通
し
て
、
文
法
を
は
じ
め
と
し
た
日
本

語
の
体
系
を
感
じ
取
る
体
験
を
児
童
・
生
徒
に
積
ま
せ
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し

た
苦
手
意
識
を
も
つ
、
も
し
く
は
学
習
体
験
の
少
な
い
学
生
が
多
い
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
今
後
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
授
業
内
容
を
工
夫
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

三
―

二　

項
目
五
―
人
物
特
性
（
教
師
と
し
て
の
資
質
に
関
連
し
て
）
―

　

項
目
五
で
は
、
自
身
が
教
員
と
し
て
の
資
質
を
備
え
て
い
る
か
を
た
ず
ね
た
。
基
本
的

に
ａ
〜
ｔ
ま
で
の
質
問
項
目
は
、
平
成
二
四
年
八
月
の
中
央
教
育
審
議
会
に
よ
る
答
申

「
教
職
生
活
の
全
体
を
通
じ
た
教
員
の
資
質
能
力
の
相
互
的
な
向
上
方
策
に
つ
い
て
」（
以

下
、
平
成
二
四
年
答
申
と
す
る
）
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
こ
れ
か
ら
の
教
員
に
求
め
ら
れ
る

資
質
能
力
」（
二
〜
三
頁
）で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
を
中
心
に
据
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
一
部
そ
れ
を
詳
細
に
た
ず
ね
る
よ
う
に
設
定
し
た
）

　

回
答
数
は
、【
表
4
】
の
通
り
で
あ
る
。
多
く
の
学
生
が
充
足
し
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
の
は
、「
協
調
性
」、「
責
任
感
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
」
で
あ
っ
た
。
本
来
的

な
資
質
も
あ
ろ
う
が
、
本
学
部
の
目
指
し
実
践
し
て
い
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
、
学
生

【表2】項目3回答数（総数19）

項目
回答数

好き 嫌い

a ．物語・詩の読解や鑑賞 15 2

b．説明的文章の読解や鑑賞 6 6

c ．漢文の読解や鑑賞 2 9

d．古典文字（物語、和歌）の読解や鑑賞 4 4

e．漢字の学習 9 4

f ．文法の学習 3 10

g．物語や詩の創作 3 6

h．g．以外の作文 3 3

i ．スピーチ 2 5

j ．ディベート 6 4

k．朗読 3 3

l ．文学史 2 5

m．その他 ― ―

【表3】項目4回答数（総数19）

項目 回答数

a ．物語・詩の読解や鑑賞 1

b．説明的文章の読解や鑑賞 3

c ．漢文の読解や鑑賞 11

d．古典文字（物語、和歌）の読解や鑑賞 9

e．漢字の学習 4

f ．文法の学習 6

g．物語や詩の創作 9

h．g．以外の作文 3

i ．スピーチ 6

j ．ディベート 6

k．朗読 2

l ．文学史 5

m．その他 ―

3（76）



自
身
も
自
覚
的
に
な
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
も
考
え
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
不
足
し
て
い
る
と
多
く
が
回
答
し
た
の
は
、「
古
典
教
材
」
や
「
漢
文

教
材
」
を
読
み
解
く
力
、「
授
業
実
践
力
」、「
国
際
的
な
感
覚
」
で
あ
っ
た
。
前
節
で
も

見
た
と
お
り
、
古
典
や
漢
文
は
こ
れ
ま
で
の
学
習
経
験
が
浅
い
こ
と
、
本
学
部
に
設
置
さ

れ
て
い
る
科
目
数
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
要
因
で
あ
ろ
う
。「
授
業
実
践
力
」
に
関
し
て

は
、
大
学
生
を
対
象
に
し
た
調
査
で
あ
る
こ
と
か
ら
致
し
方
が
な
い
結
果
と
も
い
え
る

が
、「
国
語
科
指
導
法
」
を
始
め
多
く
の
授
業
で
機
会
を
設
け
、
自
身
で
授
業
を
組
み
立

て
る
経
験
を
少
し
で
も
多
く
も
つ
よ
う
授
業
内
容
を
工
夫
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、「
国
際
感
覚
」
に
つ
い
て
は
、
一
朝
一
夕
に
身
に
つ
く
も
の
で
は
な
い
が
、
学
部
や

玉
川
学
園
（
中
等
部
・
高
等
部
）
で
受
け
入
れ
て
い
る
海
外
か
ら
の
短
期
研
修
生
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
域
で
日
本
語
を
学
ぶ
外
国
人
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
も
つ
児
童
生

徒
へ
の
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
教
職
に
就
く
前
に

種
々
の
下
地
作
り
が
行
え
る
と
考
え
る
。

三
―

三　

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
の
国
語
教
職
課
程
に
関
し
て

　

項
目
六
、七
で
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
で
国
語
科
の
教
員
免
許
状
を
取
得
す
る
こ
と

の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
の
有
無
を
た
ず
ね
た
。
回
答
者
一
九
名
全
員
、
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
回
答
し
、
そ
の
う
ち
五
名
が
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
と
回
答
し
た
。

　

具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、「
ａ　

日
本
文
学
や
日
本
語
と
言
っ
た
専
門
科
目
以
外

の
授
業
や
ゼ
ミ
が
受
講
で
き
る
」
と
回
答
し
た
者
が
最
も
多
く
一
三
名
で
、「
ｂ　

さ
ま

ざ
ま
な
分
野
に
興
味
を
持
つ
友
人
に
出
会
え
る
」
が
七
名
、「
ｃ　

教
職
以
外
の
進
路
へ

変
更
し
や
す
い
」
が
四
名
と
な
っ
た
。
そ
の
他
と
し
て
、「
大
学
の
学
び
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
る
仲
間
に
出
会
え
る
」「
問
題
解
決
能
力
が
身
に
つ
く
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
「
ａ　

日
本
文
学
や
日
本
語
と
言
っ
た
専
門
科
目
に

関
す
る
授
業
や
ゼ
ミ
が
少
な
い
」
と
回
答
し
た
者
が
三
名
、「
ｃ　

教
職
に
就
く
と
い
う

決
意
が
揺
ら
ぎ
や
す
い
」
が
一
名
、
そ
の
他
と
し
て
「
授
業
実
践
の
機
会
が
少
な
い
」
と

い
う
回
答
が
あ
っ
た
。

　

二
章
で
ま
と
め
た
と
お
り
、
本
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成
が
併
せ
持
つ
利
点
と
欠
点

を
学
生
も
同
様
に
感
じ
な
が
ら
履
修
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
結
果
と
な
っ

た
。
本
学
部
で
は
、
国
語
教
員
養
成
に
関
わ
る
科
目
だ
け
に
特
化
せ
ず
、
幅
広
い
授
業
科

目
や
ゼ
ミ
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
教
員
と
し
て
の
基
礎
教
養
と
し
て
幅
広
い

分
野
を
学
べ
る
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
を
持
つ
友
人
と
意
見
を
交
わ
せ
る
こ
と
を
メ

リ
ッ
ト
だ
と
受
け
止
め
つ
つ
、
国
語
教
員
と
し
て
の
高
い
専
門
知
識
を
学
べ
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
国
語
教
員
と
し
て
の
基
礎
力
育
成
の
た
め
の
選
択
科
目
の
幅
を

広
げ
る
こ
と
、
さ
ら
に
授
業
外
活
動
の
積
極
的
活
用
等
の
工
夫
を
行
う
こ
と
な
ど
を
も
っ

て
対
処
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四
．
ま
と
め

　

以
上
、
本
学
部
の
人
材
目
標
、
履
修
方
法
、
就
職
状
況
お
よ
び
、
国
語
教
職
課
程
受
講

生
へ
の
調
査
結
果
を
報
告
し
、
そ
の
背
景
や
課
題
に
つ
い
て
考
え
て
き
た
。
節
ご
と
に
課

題
や
考
え
ら
れ
る
対
応
策
を
示
し
て
き
た
の
で
、
最
後
に
そ
れ
ら
を
総
合
し
人
材
育
成
目

標
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
授
業
外
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
二
点
か
ら
現
状
に
お
け
る
課
題
と
対
応

策
を
提
示
し
て
、
ま
と
め
と
し
た
い
。

【表4】項目5回答数（総数19）

項目
回答数

不足 充足
a ．授業実践力 10 3
b．現代文学作品を読み解く力 5 4
c ．論理的文章を読み解く力 6 3
d．古典（日本古典文学）教材を読み解く力 11 1
e．漢文教材を読み解く力 13 2
f ．文法や言語事象に関する理解 7 1
g．コミュニケーション力（特に対人関係を築く能力） 3 8
h．自己表現力 5 5
i ．使命感 1 7
j ．責任感 1 9
k．協調性 2 10
l ．児童や生徒を理解するための知識 4 4

m．国際的な感覚 12 1
n．社会人としての常識 4 3
o．教師という職に対する誇り 2 6
p．ボランティア精神 2 3
q．メディアリテラシー 2 4
r ．現在の教育制度や法規についての理解 8 1
s ．問題や課題を自力で解決していく能力 1 5
t ．社会人としての常識 1 1
u．その他 ※

※すべて不足

（75）4



リベラルアーツ学部における国語科教員養成カリキュラムに関する基盤研究

（
一
）
人
材
育
成
目
標
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等

　

本
学
部
は
、
教
員
養
成
に
特
化
し
た
学
部
で
は
な
い
た
め
、
先
に
述
べ
た
通
り
「
幅
広

く
深
い
教
養
」
と
「
豊
か
な
人
間
性
」
を
人
材
育
成
目
標
の
第
一
に
掲
げ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
は
奇
し
く
も
平
成
二
四
年
答
申
で
ま
と
め
ら
れ
た
「
こ
れ
か
ら
の
教
員
に
求
め
ら
れ

る
資
質
能
力
」（
二-

三
頁
）
に
符
合
す
る
。
具
体
的
に
平
成
二
四
年
答
申
で
挙
げ
ら
れ

て
い
る
の
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。（
以
下
、
答
申
よ
り
抜
粋
）

（
ⅰ
）
教
職
に
対
す
る
責
任
感
、
探
究
力
、
教
職
生
活
全
体
を
通
じ
て
自
主
的
に
学
び

続
け
る
力
（
使
命
感
や
責
任
感
、
教
育
的
愛
情
）

（
ⅱ
）
専
門
職
と
し
て
の
高
度
な
知
識
・
技
能
（
後
略
）

（
ⅲ
）
総
合
的
な
人
間
力
（
豊
か
な
人
間
性
や
社
会
性
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、

同
僚
と
チ
ー
ム
で
対
応
す
る
力
、
地
域
や
社
会
の
多
様
な
組
織
等
と
連
携
・
協
働

で
き
る
力
）

　

本
学
部
で
は
、
体
験
的
な
学
修
を
重
ん
じ
て
お
り
、
先
に
挙
げ
た
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
他
に
導
入
期
、
発
展
期
に
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
チ
ー
ム
を
組
み
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

実
施
す
る
な
ど
協
働
学
修
を
進
め
、
成
果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
機
会
を
設
け
て

お
り
、
あ
る
程
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
養
成
は
行
え
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

　

履
修
に
関
し
て
も
、
教
職
課
程
受
講
者
以
外
の
学
生
と
大
き
な
違
い
な
く
種
々
の
分
野

を
選
択
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
種
々
の
角
度
か
ら
事
象
を
捉
え
、

問
題
解
決
に
つ
な
げ
る
力
も
養
え
て
い
る
と
考
え
る
。
三
章
で
報
告
し
た
学
生
の
意
識
調

査
を
み
て
も
、
お
お
か
た
の
学
生
が
種
々
の
学
問
分
野
に
触
れ
る
こ
と
を
メ
リ
ッ
ト
だ
と

感
じ
て
い
る
。
た
だ
、【
資
料
3
】
に
示
し
た
通
り
、
教
員
養
成
系
や
日
本
語
日
本
文
学

系
の
学
部
に
比
べ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
専
門
的
科
目
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
は
乏
し
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ず
、
学
生
の
回
答
に
も
こ
の
点
を
憂
慮
す
る
声
が
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
古
典
教

材
や
漢
文
教
材
の
指
導
、
文
法
等
の
言
語
事
項
の
指
導
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
や
ス
ピ
ー
チ
と

い
っ
た
自
身
の
学
習
経
験
の
浅
い
学
習
活
動
を
指
導
す
る
力
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
授
業
化

し
実
践
す
る
力
を
強
化
で
き
る
よ
う
な
授
業
内
容
を
工
夫
し
提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
特

に
、
古
典
や
漢
文
教
材
に
つ
い
て
は
、
本
学
部
の
特
質
で
も
あ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

交
え
、
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
象
の
体
験
か
ら
教
材
研
究
を
行
う
方
法
も
効
果
的
で
あ
る

と
考
え
、
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
を
進
め
る
べ
く
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
詳
細
に
つ
い
て

は
稿
を
改
め
て
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
二
）
授
業
外
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
強
化

　

三
章
で
ま
と
め
た
通
り
、
本
学
部
受
講
生
は
、
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
通
し
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
協
調
性
、
問
題
解
決
能
力
が
身
に
つ
い
た
と
い
う
実
感
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
反
面
、
専
門
性
の
不
足
を
不
安
視
し
て
い
る
こ
と
も
う
か

が
え
た
。

　

し
か
し
、
現
在
の
よ
う
に
全
学
的
に
一
セ
メ
ス
タ
あ
た
り
一
六
単
位
と
い
う
取
得
制
限

が
あ
る
な
か
で
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
現
在
設
置
さ
れ
て
い
る
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
の
工
夫

以
上
に
、
科
目
の
増
設
な
ど
大
が
か
り
な
改
編
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。
よ
っ
て
、
現
在

社
会
が
求
め
る
教
員
の
資
質
を
満
た
し
、
即
戦
力
と
し
て
名
簿
登
載
さ
れ
る
よ
う
な
学
生

を
養
成
す
る
た
め
に
は
、
本
稿
各
節
で
述
べ
て
き
た
通
り
、
現
在
設
定
さ
れ
て
い
る
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
補
完
す
る
よ
う
な
授
業
外
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
整
え
、
学
生
各
人
に
不
足
す

る
専
門
的
な
知
識
や
技
能
を
補
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
の
一
つ
が
、
教
職
サ
ポ
ー
ト
ル
ー
ム
担
当
教
員
と
の
連
携
強
化
で
あ
る
。
学
校
現
場

で
の
経
験
が
豊
富
な
教
員
の
指
導
に
よ
り
、
学
生
だ
け
で
は
補
う
こ
と
の
で
き
な
い
実
践

力
の
強
化
を
図
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築
が
急
が
れ
る
。
ま
た
、
冒
頭
で
述
べ
た
通
り
、
本

学
部
か
ら
巣
立
っ
た
多
く
の
現
職
教
員
と
連
携
す
る
こ
と
も
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
一
つ
に
な

る
と
考
え
る
。
現
在
で
も
、「
教
職
実
践
演
習
」「
教
育
実
習
事
前
指
導
」
と
い
っ
た
授
業

の
外
部
講
師
と
し
て
卒
業
生
の
現
職
教
員
を
招
く
こ
と
が
あ
る
が
、
卒
業
生
の
現
職
教
員

を
組
織
化
し
、
講
師
依
頼
や
研
究
会
等
の
活
動
を
恒
常
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
役
学
生

が
教
育
現
場
の「
今
」を
知
る
機
会
が
格
段
に
増
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
本
学
部（
本

学
科
）
卒
業
生
を
母
体
と
し
た
現
職
教
員
を
組
織
化
し
、
現
役
大
学
生
へ
の
指
導
の
み
な

ら
ず
、
卒
業
生
と
大
学
間
で
指
導
・
研
究
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
卒
業
生
と
大
学
間

の
相
互
協
力
体
制
の
構
築
も
ま
た
急
が
れ
る
。

　

二
章
で
触
れ
た
通
り
、
教
職
を
強
く
志
望
す
る
学
生
は
、
専
任
、
非
常
勤
等
の
職
種
の

違
い
は
あ
る
も
の
の
、
幸
い
に
し
て
こ
の
数
年
は
そ
の
多
く
が
教
職
に
就
く
こ
と
が
で
き

て
い
る
。
今
後
も
多
く
の
教
職
を
目
指
す
学
生
が
そ
の
希
望
を
叶
え
、
さ
ら
に
児
童
・
生

徒
、
学
校
、
社
会
に
望
ま
れ
る
教
員
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
、
本
学
部
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

お
よ
び
学
生
の
特
質
を
お
さ
え
た
う
え
で
今
後
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
お
よ
び
コ
ン
テ
ン
ツ
構

築
を
進
め
る
べ
く
努
め
た
い
。

【
追
記
】
本
稿
は
、
玉
川
大
学
平
成
二
六
年
度
学
部
共
同
研
究
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部

に
お
け
る
国
語
科
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
基
盤
研
究
と
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
」

の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
二
七
年
二
月
一
九
日
に
行
わ
れ
た
玉
川
大
学
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
学
部
Ｆ
Ｄ
研
修
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
有
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益
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
改
め
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。

【
注
】

1　

平
成
二
六
年
度
玉
川
大
学
学
部
内
共
同
研
究
に
筆
者
ら
グ
ル
ー
プ
の
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ

学
部
に
お
け
る
国
語
科
教
員
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
関
す
る
基
盤
研
究
と
コ
ン
テ
ン
ツ
開
発
」

が
採
択
さ
れ
、
学
生
へ
の
意
識
調
査
、
授
業
コ
ン
テ
ン
ツ
の
開
発
等
を
行
っ
た
。

【
参
考
文
献
】

兵
庫
教
育
大
学
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
研
究
開
発
チ
ー
ム
（
二
〇
一
二
）『（
兵
庫
教
育
大
学

教
育
実
践
学
叢
書1

）
教
員
養
成
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
基
づ
く
教
員
の
質
保
証
』
ジ
ア
ー
ス
教
育

新
社

（
な
が
い　

え
つ
こ
／
な
か
む
ら　

さ
と
し
／
な
か
だ　

こ
う
じ
）
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リベラルアーツ学部における国語科教員養成カリキュラムに関する基盤研究7（72）

【資料1】平成二四年度入学生　卒業単位配分

科目群 科目分類 必要単位 備　考

ユニバーシティ・
スタンダード科目群
　

玉川教育・FYE科目群 8単位

人分科学科目群
社会科学科目群
自然科学科目群
学際科目群
言語表現科目群（FEL科目を除く）

14単位以上
（4単位以上）
（4単位以上）
（4単位以上）
（4単位以上）
任意

導入科目群
必修
選択

26単位
6単位以上

発展科目群
必修
選択

2単位
10単位以上

※教職履修者
　選択6単位以上

専攻科目群
必修
選択

10単位
10単位以上

※教職履修者
　選択8単位以上

関連科目群
教職関連科目群
他学部開講科目
単位互換科目

自由選択 任意

卒業に必要な単位数 124単位以上

〈注意〉教職課程履修者は、別（備考）に定める単位配分での履修になります。
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卒業までの単位配分（教職課程受講者）

科目群 科目分類 必要単位 備　考

US科目群

玉川教育・FYE科目群 ７単位

リベラルアーツ学部US科目群 24単位以上

リベラルアーツ学部必修US科目群18単位なら
びにメジャー別履修プログラム「６単位以上必
修」の部分の科目６単位以上を含み、24単位
以上

導入科目群 必修 ７単位
必修：LA入門、リベラルアーツセミナー、キャ
リアセミナーⅠ　Ⅱ

発展科目群
必修選択
選択

２単位
10単位以上

必修選択：ブリッジ講座もしくは Int. to LA

専攻科目群 選択 ６単位以上

関連科目群
その他のUS科目群
他学部開講科目
単位互換科目

自由選択 任意

卒業に必要な単位数 124単位以上

【資料2】平成二五年度入学生　卒業単位配分

卒業までの単位配分（教職課程受講者以外）

科目群 科目分類 必要単位 備　考

US科目群

玉川教育・FYE科目群 7単位

人文科学科目群
自然科学科目群
社会科学科目群
学際科目群
言語表現科目群

30単位以上
（4単位以上）
（4単位以上）
（4単位以上）
（2単位以上）
（16単位以上）

リベラルアーツ学部必修US科目群18単位なら
びにメジャー別履修プログラム「6単位以上必
修」の部分の科目6単位以上を含み、30単位以
上

導入科目群 必修 7単位
必修：LA入門、リベラルアーツセミナー、キャ
リアセミナーⅠ　Ⅱ　

発展科目群
必修選択
選択

2単位
10単位以上

必修選択：ブリッジ講座もしくは Int. to LA

専攻科目群 選択 10単位以上

関連科目群
その他のUS科目群
他学部開講科目
単位互換科目

自由選択 任意

卒業に必要な単位数 124単位上



リベラルアーツ学部における国語科教員養成カリキュラムに関する基盤研究9（70）

【資料3】中学・高校教員免許状取得に必要な学部設置科目

教科に関する科目

国語

免許法施行規則に定める科目 本学で開設する科目
修得単位 備　考

科目 単位 科目 単位

国語学
（音声言語及び文章表現に関する
ものを含む。）

20

○日本語表現（JNL）101

　日本語表現（JNL）102

○日本語学
　日本語学演習
○日本語文法論Ⅰ
　日本語文法論Ⅱ
　日本語音韻論
日本語語彙論
　日本語学研究
　日本語史

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

20

国文学（国文学史を含む。）

○日本文学概論
○日本文学史
○日本文学演習
　近代文学演習
　日本文学研究
○古典文学演習Ⅰ
　古典文学演習Ⅱ

2

2

2

2

2

2

2

漢文学
○漢文学
　漢文学研究

2

2

書道（書写を中心とする。） ○書道 2 中1種免のみ*

20 免許状取得に必要な単位数 20

〔備考〕○印は必修科目
*高校1種免許を取得する場合に、「書道」は、高校1種免許取得のための「教科に関する科目」ではないため「教科又は教職に関する科目」
に充てることはできません。
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教職に関する科目

免許法施行規則に定める
専門教育科目区分等

本学で開設する科目 修得単位 備　考

科目 単位 科目 単位 中1 高1

教
職
の
意
義
等

に
関
す
る
科
目

教職の意義及び教員の役割

2 ○教職概論 2 2 2
教員の職務内容（研修、服務及び身分保
障等を含む。）

進路選択に資する各種の機会の提供等

教
育
の
基
礎
理
論
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び
思想

6

○教育原理
　教育哲学
　教育史概論

2

2

2

6 6

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学
習の過程（障害のある幼児、児童及び生
徒の心身の発達及び学習の過程を含む。）

○学習・発達論
　発達心理学
　特別支援教育
　教育心理学

2

2

2

2

教育に関する社会的、制度的又は経営的
事項

○教育の制度と経営
　教育社会学
　教育行政学

2

2

2

教
育
課
程
及
び
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教育課程の意義及び編成の方法

高
6/

中
12

○教育課程編成論（中・高） 2 2 2

各教科の指導法

○国語科指導法Ⅰ
○国語科指導法Ⅱ
　国語科指導法Ⅲ
　国語科指導法Ⅳ

2

2

2

2

4 4 ※①②

道徳の指導法 ○道徳教育の理論と方法（中） 2 2 ― ※③

特別活動の指導法 ○特別活動の理論と方法（中・高） 2 2 2

教育の方法及び技術（情報機器及び教材
の活用を含む。）

○教育の方法と技術（中・高）
　コンピュータと学習支援（中・高）
　教育方法学（中・高）

2

2

2

2 2

生
徒
指
導
、
教
育
相

談
及
び
進
路
指
導
等

に
関
す
る
科
目

生徒指導の理論及び方法

4
○生徒・進路指導の理論と方法（中・高）
○教育相談の理論と方法（中・高）

2

2
4 4

教育相談（カウンセリングに関する基礎
的な知識を含む。）の理論及び方法

進路指導の理論及び方法

教育実習（事前・事後の指導１単位を含む）
中5

高3

○教育実習（中学校）
○教育実習（高等学校）

5

3

5

―
―
3

※④

教職実践演習 2 ○教職実践演習（中・高） 2 2 2

中学校
高等学校

31

23

免許状取得に
必要な単位数

国語 31 27

〔備考〕○印は必修科目
※①　各教科の指導法は、取得しようとする免許状の教科ごとに履修してください。
※②　｢教職に関する科目」の余剰単位として、取得する免許の教科以外、「教科又は教職に関する科目」に充てることはできません。
※③　「道徳教育の理論と方法」は、中1種免のみ必修。高1種免申請の場合は「教科又は教職に関する科目」として充てられます。
※④　中学校・高等学校の免許を両方取得希望の場合、「教育実習（中学校）」のみで可能です。

｝

｝



リベラルアーツ学部における国語科教員養成カリキュラムに関する基盤研究

教科又は教職に関する科目

免許法施行規則に定める科目 本学で開設する科目
修得単位 備　考

科目 単位 科目 単位

教職又は教職に関する科目
中8

高16

○全人教育論
　異文化理解と教育
　生命と性の教育
　情報メディアの活用
　道徳教育の理論と方法（中）

2

2

2

2

2

 中８
 高16

高1種免のみ

〔備考〕○印は必修科目
※ 「教科又は教職に関する科目」には上記科目の他に、「教科に関する科目」「教職に関する科目」の余剰単位を充てる
ことができます。

免許法施行規則66条の6 に定める科目

免許法施行規則に定める科目 本学で開設する科目
修得単位 備　考

科目 単位 科目 単位

日本国憲法 2 日本国憲法 2 2

体育 2
健康教育
体育

1

1
2

外国語コミュニケーション 2 ELF201 4 4

情報機器の操作 2

マルチメディア表現
ネットワーク入門
情報科学入門
データ処理

2

2

2

2

2

11（68）
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